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「中央区区ビジョンまちづくり計画」に係る中央区の取組結果について（報告） 
 
 標記について，別紙のとおりご報告いたします。併せて，選出母体等にもお

伝えいただきますようお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問い合わせ先】 
中央区役所地域課 企画グループ 
担当：星野，外川，土佐 
TEL：025-223-7023 
FAX：025-223-3660 
E-mail：chiiki.c＠city.niigata.lg.jp 



 1 / 4 

中央区区ビジョンまちづくり計画に係る中央区の取組結果について 

 

  特色ある区づくり予算（区役所企画事業）は、区役所が実施主体となり、区独自の課題解

決等に向けて取組む事業です。同事業は、自治協議会での意見聴取を経て実施した取組みで

あることから、特に重要と考え，総括としてまとめました。今後の特色ある区づくり予算へ

の意見聴取や各部会活動での取組みなどの参考にしていただければと思います。 

 

 

「結果」…○：計画通り実施、△：一部実施、×：未実施 

事業№・事業名（取組み） 結果 今後の方向性・△の理由 

◎魅力的で活力あふれる拠点のまち 

 

まちなか回遊 

10 中央区外国人向け魅力発信事業 

（外国人向け文化体験プログラムの実施） 

（ポストカード・SNS 用フォトフレーム作成） 

△ 

・市内在住外国人が文化体験をする機会を設

け、SNS で発信してもらったことで区の

魅力発信を図ったが、直接外国人述べ宿泊

者数の増加にはつながらなかった。 

・類似事業との整理も含め、一定の効果を上

げたことから H29 年度をもって廃止する

が今後もえんでこ（まち歩き）など既存の

事業を通じて、外国人への魅力発信を行っ

ていきます。 

工程・数値目標⇒結果 

・外国人向け文化体験プログラム⇒実施 

・写真撮影用顔出しパネル設置⇒手段代替での実施 

・外国人延べ宿泊者数 68,000 人⇒57,000 人 

11 中央区えんでこ（まち歩き）事業 

（新潟シティガイドによるまち歩きの実施） 
○ 

・地域住民と連携しながら、郊外のコースを

設定したり、小中学生を対象に提案型まち

歩きを取り入れたりすることで、内容の充

実を図っていきます。 工程・数値目標⇒結果 

・まち歩き参加者数 800 人⇒898 人 

都市機能 

13 自転車等駐輪場 PR 事業 

（古町地区等における啓発活動） 

（路上駐輪台数の調査の実施） 

△ 

・路上駐輪台数の調査日等が統一されておら

ず、増加もみられたため、統一するよう改

善するとともに、引き続き、路上駐輪の削

減が図れるよう啓発活動を実施します。  
工程・数値目標⇒結果 

・啓発活動 60 回（12 回/箇所・5 箇所）⇒実施 

・路上駐輪台数前年比減⇒増加あり 

交流人口 

21 中央区えんでこ（まち歩き）事業 （№11 の再掲） 
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事業№・事業名（取組み） 結果 今後の方向性・△の理由 

◎安心してすこやかに暮らせるまち 

 協働 

35 中央区地域コミュニティ協議会 

活性化推進事業 

（課題に沿った研修会の開催） 

（地域活動「ふれあい」の集いの開催） ○ 

・コミ協の活動資源（人材、活動資金、活動

場所）の充足が図られるよう、引き続き支

援を継続していきます。 工程・数値目標⇒結果 

・研修会の実施⇒実施 

・ふれあいの集いの開催⇒実施 

健康・福祉 

40 みんなでつながる子育てほっとサポート事業 

（妊カフェ、育カフェの開催） 

（子育て講座、ママのほっとタイムの開催） 

（子育て情報の発信） 
○ 

・妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保

健や育児に関する相談に対し、ニーズに合

わせた切れ目ない支援を地域の関係機関

と連携・協働して実施していきます。 

工程・数値目標⇒結果 

・妊カフェ 12 回、育カフェ 18 回⇒予定通り実施 

・子育て講座（乳児・幼児）各 12 回⇒予定通り実施 

・子育て情報の発信⇒実施 

41 赤ちゃん誕生お祝い会支援事業 

（「赤ちゃん誕生お祝い会」の開催支援） 

（お祝い会開催の手引き作成） 
○ 

・赤ちゃん誕生お祝い会を通じた地域の多世

代交流を促進するため、引き続き赤ちゃん

誕生お祝い会の開催を支援します。 
工程・数値目標⇒結果 

・「お祝い会」の開催支援⇒7 団体 

・「お祝い会」開催手引き作成⇒500 部 

防災・防犯 

70 防災人材育成・地域づくり事業 

（避難所運営スキル向上事業の実施） 

（中央区自主防災組織への資機材助成） 

（災害時要援護者関係づくり事業） 
○ 

・引き続き、自主防災活動や区民一人ひとり

が適切な避難行動をとれるような体制づ

くりに取り組み、災害に強い地域づくりを

推進します。 

工程・数値目標⇒結果 

・避難所運営スキル向上事業⇒101 人参加 

・中央区自主防災組織への資機材助成⇒8 組織 

・災害時要援護者関係づくり事業⇒502 人に啓発品配付 
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事業№・事業名（取組み） 結果 今後の方向性・△の理由 

◎水と緑が調和したやすらぎのあるまち 

 水辺 

83 とやの物語≪NEW STORY≫ 

（「とやの物語」の開催） 
○ 

・自然環境の大切さを啓発するとともに、鳥

屋野潟の未来をみんなで考え、語り合う機

会として、今後もイベントを実施します。 
工程・数値目標⇒結果 

・「とやの物語」参加者数 4,000 人以上⇒5,713 人 

緑化 

91 区民協働森づくり事業 

（継続的な森の管理 クロマツの植樹） 
○ 

・新潟島の海岸林の必要性、重要性を広く区

民に周知していきます。 工程・数値目標⇒結果 

・継続的な森の管理、クロマツの植樹⇒実施 

◎未来につなぐ歴史・文化のまち 

 歴史・文化 

96 みなとまち文化推進事業「料亭の味と芸妓の舞」 

（古町芸妓の舞と唄の鑑賞と老舗料亭での食事を 

セットにした事業への支援） △ 

・参加申込みの少ない会場があったため、参

加率 90％に満たずに一部実施となった。 

・引き続き支援を継続するとともに、古町芸

妓、料亭など、花街の歴史や文化等の魅力

を発信する各種事業の実施を検討します。 

工程・数値目標⇒結果 

・参加率 90％以上⇒79.6％ 

産業 

102 発酵食産業 PR 事業 

（料理教室の開催）  

（発酵食品体験プログラムの実施） 
○ 

・開港 150 周年を意識しつつ、北前船と密

接に関連する伝統的産品である「新潟漆

器」と「発酵食」をＰＲし、中央区の魅力

の再発見と次世代への普及促進を図りま

す。 
工程・数値目標⇒結果 

・料理教室、体験プログラムの開催⇒実施 

103 みなとまち文化推進事業 「伝統文化 PR 事業」 

（中央区の文化施設等を活用した伝統文化ＰＲ事業

の推進） 
○ 

・今後も西大畑・旭町界隈の文化施設の連携

を進め、中央区の伝統文化を PR していき

ます。 工程・数値目標⇒結果 

・参加施設数 8 施設数⇒実施 
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【平成 29 年度 区自治協議会提案事業】                     

部会名・事業名・実施内容 成果・評価 

◎魅力的で活力あふれる拠点のまち 

【地域活性化部会】 「湊町新潟」をキーワードとし

て、次年度以降、商店街や寺院等の

意欲のある方を巻き込んだ点から

面への事業展開を行っていくため

の良い関係づくりができた。 

水辺とみなと部会が、イベントと 

同日、開港 150 周年記念講演会を 

開催したことで、来場者の増加につ 

ながり、湊町新潟の啓発にも相乗効 

果が生まれた。 

 

新潟湊町物語～「新潟の原点」活性化事業 

 日時：平成 30 年 2 月 9 日（金）・10 日（土） 

 会場：NEXT21 1 階アトリウム、6 階市民プラザ（パネル展） 

 来場者：2 日間延べ 1,520 名 

 内容：パネル展示（古町のまち建て、明和義人） 

    販売（古町スイーツ、初午いなり、久遠チョコレート）

中央区酒蔵による日本酒の試飲・販売  

古町芸妓による日本酒試飲振る舞い（9 日のみ） 

◎安心してすこやかに暮らせるまち 

【福祉・安心安全部会】 事例集配布後、自治会・町内会等 

から地域の茶の間の立ち上げにつ 

いての問い合わせ等が多く、地域活 

動に役立ててもらうことができた。 

また、各地域で行っている茶の間

の活動のＰＲにもつながった。 

 

「地域の茶の間」をテーマとした活動事例集の作成 

記事掲載：8 カ所  一覧掲載：65 カ所（記事 8 カ所含む） 

発行部数：1,000 部 

配布先：区内の全自治会・町内会、コミュニティ協議会、 

公共施設等 

【地域と学校部会】 提案型協働事業という部会では 

初の取組みだったが、当初予定の申

請件数を上回りニーズの高さを感

じた。また、各事業において、自治

協委員がサポートし、協働で実施し

たことで高い事業効果をあげるこ

とができた。 

 引き続き、既存事業との整合や事

業効果の検証を行っていきたい。 

 

子どもが真ん中！地域と学校でつくる学びの未来～提案型協働事業 

 申請数 11 件のうち 8 件の事業を協働で実施。 

主な実施事業：地域の将棋クラブによる小中学生向け将棋教室

の開催、地域の方と子どもたちとの昔遊びを通じた交流会の開

催、小学校併設の地域交流スペースでの親子の居場所の開催、

光のページェントにおける親子でのゴスペル披露と小さな光の

美術館の開催、小学生を対象にプログラミング教室開催 

◎水と緑が調和したやすらぎのあるまち 

◎未来につなぐ歴史・文化のまち 

【水辺とみなと部会】 自治協委員を通じて、コミ協や自 

治会･町内会等への周知を行ったこ 

とや、同じテーマで地域活性化部会 

のイベントと同日開催したことで、 

当初の予定を大幅に上回る参加者 

があった。また、終了後のアンケー 

トから、この講演会に参加したこと 

で初めて開港 150 周年を意識され 

た方が多くいたことが分かり、区民 

への啓発につなげることができた。 

 

新潟開港 150 周年記念講演会 

「何が湊町新潟の繁栄を支えたのか」 

 日時：平成 30 年 2 月 9 日（金） 

 会場：市民プラザ 

 内容：講演 伊藤 祐之氏（新潟市歴史博物館 副館長） 

   ・信濃川と阿賀野川の水系の歴史・文化と北前船について 

   ・新潟開港 150 年の歴史と現在  

 参加者：360 名 
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